
独自の NK細胞培養技術と樹状細胞培養技術に

支えられた体にやさしいがん治療

我々のがん治療の基本方針は、副作用が少なく効果が期待で
き、からだの回復を促す治療をご提供することです。それは、
がんとの闘いは通常は長期戦であり、手術・放射線治療・抗がん
剤治療などのからだに負担になる標準的な治療とも併せて使え
る治療が必要だと思うからです。そのために当科では免疫細胞
療法に加えて温熱療法（ハイパーサーミア）・高濃度ビタミン C
点滴療法・低用量化学療法の併用も必要に応じておこなってい
ます。また、陽子線治療やホウ素中性子捕捉療法(BNCT)などの
専門施設と専門家をご紹介することもおこなっています。
これらの治療で簡単にがんが消えるわけではありません。し

かし、我々は常に改善を加え科学的に検証した免疫細胞を準備
して治療に取り組んでいます。それらの成果の一部は特許取得・
論文・学会発表などで発表しています。
(http://bij-net.com/doc_info.html)
また、効果的な治療をおこなうためには、がんが見つかった時
や再発予防を考える時に相談していただくことが一番です。
がんと診断されてしまったら、標準的な治療に併用して免疫

細胞療法やハイパーサーミアをどのタイミングで組み合わせる
のが有効かを是非一度ご相談にいらっしゃってください。

東京クリニック 免疫温熱治療担当

照沼 裕

東京クリニック TEL:03-3516-7165 (直通)
FAX:03-3516-7166

免疫細胞療法 治療費 [消費税は含みません]

NK細胞療法などのリンパ球療法 \220,000 1回

NK細胞&樹状細胞（DC）療法 \300,000 １回

樹状細胞（DC）療法のみ \130,000 1回

胸水・腹水からの TIL療法 ￥200,000 1回

30～50mL採血をおこなう場合には別途 10,000円がかか
ります。成分採血をおこなう場合には別途 30,000円がか
かります。
初診料、検査料、添加ペプチドなどは別途かかります。
外国人患者は別料金になります。

初回診察(相談)から治療までの流れ

まず、電話などで診察の予約をおとりいただ
き、患者様ご本人もしくはご家族の方に来院し
ていただきます。
担当医と病状などについて話し合い、がんの種
類や進行具合に応じて、今後の治療方針を決め
ます。

次に、患者様から細胞培養のために 50mL 採血
または成分採血（約 1.5 時間）をおこないます。
この血液から免疫細胞を培養します。また、安全
性試験、免疫機能(NK細胞数・NK活性)試験など
をおこないます。

採血から約３週間後に免疫細胞を注入できるよ
うに、細胞培養を開始します。NK細胞の培養で
は、NK細胞の絶対数もがんを傷害する細胞傷害
活性（NK活性）も培養前より増加します。樹状
細胞療法では、標的となるがん抗原を T細胞に教
育する樹状細胞を培養します。

最後に、安全性試験や細胞の品質を管理するため
の試験をおこないます。
そして、細胞を点滴バッグや注射器に詰めて、患
者様ごとに世界でただ一つの免疫細胞を準備し
て患者様に点滴・注入します。
また、今後の予定について担当医と相談します。

【ご案内】免疫細胞療法について

医療法人財団健貢会 東京クリニック
〒100-0004 東京都千代田区大手町 2-2-1新大手町ビル

TEL:03-3516-7165

新たな希望の種 芽吹く
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